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創  立 か ら  ２  年 後  の  運 動 会 
会 

 

この絵は、学校創立の 2 年

後 に  描か  れた  も  のである  。 10 

年以 上 前 に  絵  の  作  者  ・  宮 崎  浩  さ

ん （  ６ 期卒業生）から、直に頂戴

した。 西田小学校は昭和 17 年 

6 月 

に  開  校  し た  。 屋  根  瓦  の 色  が  赤 

い 新  し  い  校 舎  は 、 丘  の  上 に 映 え 

て、親も子もこの学校で学ぶ希

望 に 胸 を 膨 ら ま せ た も の で  あ 

る 。 宮崎  さん  も屋根の色にアク

セン  ト を付けて描いたのだと思う 

然  し  、 こ の  学 舎  は  僅 か  ３ 年  後 

の  5 月  25 日夜、太平洋戦争時

の B29 による空襲で全焼した。 

校 舎 の  写  真  は 殆 ど  残っ て  い  な 

い 上  に 、  わ ず  か に  残 っ た 写  真 に 

は色のついたものはない。 宮崎

さんからこの絵を頂戴した 時、 2 

年生にし てはう  ます  ぎ る絵 その

ものもさることながら、この屋 根  

の  色 を 、 い つ  か  皆  さ  ん に  ご 披 

露  し よ う と  思 い  、大  事 に 保 管  し て 

きた。 

宮崎 さん は昭 和 18 年に 入学 

し、2 年 3 組と絵に描かれてい

る から、この絵は翌昭和 19 年

春の 運動 会を 書い た  ものである 。 

何 故に春かと言うと、この年の 8 

月 18 日には、棒倒しに参加した

多く の上級生 は、長野県の集 団

疎開 地  に 旅  立  ち 、 秋  に は  こ ん な 

運  動 会は開けなかったからであ

る。 

ｋ  

学 

校 



 
ご挨拶 同窓会会長  （三期卒業生） 土屋忠夫 

 

学校創立 70 周年、誠におめでたい事であ 

る。 同時に、わが西田小学校  ・同窓会も創立 

20 周年を迎えた。 

同窓会は学校創立  50 周年を記念して、二 

期生の野口洋介氏が中心となって創立された 。 

野口氏は残念ながら  間もなく 亡く  なら れた  。 氏 

は  1932 年生まれであったら、存命であれば今 

年は 80 歳になる。 同窓会設立時は 60 歳で 

あ  った  . 。 私は、  自らの会長経験で、  60 歳が 

小学  校の同窓会年齢の始まり  だと思っ  て  いる。 

若い 世代 の卒  業生は仕事や家庭 でも忙 しく 、 

 

上で、次の 10 年で更に地元会員が参加して 

くれることが同窓会維持の条件  だと考えて 

いる。 生存卒業生総人数を 1 万人とみて、 

1 千人の会員が 10 年先の 80 周年時におら 

れれば、上々の出来と思うのだが、簡単で 

はない。もうしばらく役員の皆さんと具体 

案を相談しつつ、この実験の結着をつけた 

い。 

今回の会報は創立 70 周年の記念特別号 

として、現会員が保有する写真や資料を基 

に、学校の歴史、地域の歴史につながる内 

同窓会への選択肢は低い。卒業生も 60 歳
に 

容を中心に編集を行った。 前述の如く、 

なっ  て  、ようやく全校同窓会に  も気分  が廻っ  

て 来 る  と  い  う こ  と で  あ  る  。 当 会 も  こ の 経 験  

則  に 合致している。 一方  、一期生、二期生

で元気 な方も多い。学校 70 周年とはまだま

だ新しい 学校なのである。 お隣の杉二は既

に 120 周 年、桃二は 80 周年を経過してい

る。 

会員の大多数が 1～20 期の卒業生なので

資 料としても学校創立 20 年までの内容

が大 部分となった 。今後、次の世代がま

た次に 繋いで行ってもらえれば仕合せで

ある。歴 史の継承を意識してのことであ

る。 「母校の 70 年前、60 年前の特集」

と題し 

最  近 で  は  定  年  年 齢  が 上  っ  た  こ と  も あ り 、 同 たほうが適当だったかもしれない。 加え 

窓会年齢は 65 歳に上がっている。と云うこ
と 

て、代々の名物先生として何人かの先生を 

は同窓会は 65 から 75 才くらいの年代中心
で 

取り上げさせていただいた。 一部の先生 

維  持 し  な  け れ  ば な  ら な  い  事  に な  る  。  仕 事  か  ら 

離れてほっとした時、からだの中のどこか、基 

礎部分に小学校時代に積み上げたものを感じ 

る方がいて、同窓会に参加される。 

数年前に  個人情報保護法が導入されて、新 

卒  業 生  の 住  所 提  供 が  難  し  く  な り 、  世  間 の  多  く 

の 同窓 会が  消滅 した 。 当会 はそ れ以  後  、同 

窓会 シニア世代に呼び掛けて 、 会費と寄付で 

の運営を実験中である。 色々問題もあるが、 

ここまでの 5 年間で 350 人ほどの方々が応じ 

て 下さ り 、資金的に  は安定の方向に  向か  っ て 

いる。 目標は 70 周年までに 500 人の会員を 

得て、次のステップに移ることである。 

本年も、会員募集を呼び掛ける予定だが、 

目標通り先ず 500 人の会員の維持が出来た 

については、身近な資料もあったので、特 

別にページを割かせて頂いた。 

又、本誌では、10 周年記念時 

の PTA 会報からヒントや切り口 

を頂いた  内容が多く 扱われてい 

る。 時の PTA 会長恩地孝四郎 

氏  の  作 ら れ  た 当 時  の  会 報 の  表 

紙を左に掲載させて頂いた。 こ 

んな会報が作られた当時のエネ 

ル ギ ー  に 感 服す る 。 氏  が先 頭 

を  切 っ て こ の  記 念  誌  を 作 ら  れ  た 

ことは内容を見て明らかである。 今回の経

験 を  も っ  て 、  同  窓 会  の 中  に 、  学  校  ま  わ  り  の  歴  

史 や伝統の継承 役の一端を担う機能 を加え

る こ  と も 考 え て み
２  



 
昭和 17 年 6 月 1 日 西田小学校創立 1 日目 

 
慣れ親しんだ杉二からの転校 

 
三年生女子  （ 杉二小の校庭での記念写真 ） 

 

初代校長山極武利先生は PTA10 周年記念誌にこの日のことを次のように書かれている。 

『入学する児童たちは桃二、杉二両校より  花田校長、吉住校長に引率され、六年生に送ら れて

登 校した。希望に明るい表情の五年生以下 450 名であった』 

杉二では各学級全員で西田小に送りだす数人の仲間の記念写真を残してくれた。 

70 年前の話である。 

 

転 
校 
予 
定 
者 

 

三年生女子全員の写真である。西田小学校への転校生 7 名を見送ってくれた。 

籍児童は桃二に比べ圧倒的に少なかったことが判る。 

 

杉二からの移 

 

３ 



 
昭和  19 年 9 月頃 集団疎開地  別所温泉での記念写真 

 

昭和 19 年 8 月、西田小学校の 3，4，5 年生の大半が長野県小県郡別所村（別所温泉）に第

一 次集団疎開に参加した。 下の写真は既に各所で紹介されているので別段珍しいものでは

ない。 

信州の冬は早いので、服装から 9 月頃の写真だろう。 ここに来てまだ一ヶ月以内なので、家

恋 しさで相当参っている頃の写真だが、皆笑っている。 家族に心配をかけないよう笑っていた

ので ある。 翌年の 11 月まで続く 1 年３ヶ月にわたるきびしい鍛錬の始まりであった。これを乗り

越えた からこそ、その後の足腰の強さに繋がったのだろう。 結果として 「かわいい子には旅を

させる」 事となった。 

この場所は宿舎となった泉屋旅館の近くの北向観音という著名な寺で、長野市の善光寺と対

を なすものと云われてい る。 境内にある 、かの有名な愛染かつ らの巨木のあ る崖の下で撮影

され た。 過去 2 回ここを訪れたが当時の様子がそのまま残っていた。 

写って居られる５人の先生は間違いなく西田小の名物先生とされる先生に挙げられると思う。 

前列左の山極先生は、初代の大校長先生で、別所村の近くの塩田村のご出身であった。後列

左 から山岸義一先生、柴田菊重先生、濱真喜男先生、安里文夫先生の先生は集団疎開の最

初か ら最後まで児童に付き添って下さった。 濱先生が後に出版された集団疎開の記録を綴っ

た小冊 子「里に移りて」はこのページの次の石塚氏の話に繋がって行く。 

産経新聞が取材した中にこの小冊子があり、これの作成で濱先生に協力し続けた石塚治臣

氏 に取材者が辿りつき、氏の父石塚長臣氏の手紙に結びついたものと聞いている。 

 
山岸先生 

 
柴田先生 

 
濱先生  

 
安里先生 

 

初代校長山極先生 

 

山極武利 初代校長先生 その後の記録 

数年前に長野県の名門「山極家の家系図」写しを入手した。 そこに、昭和 21 年 3 月、西田小か

ら 移動された後、文部省教育刷新委員、東京都永田小学校校長、日本初等教育協会等委員長、

昭 和 46 年 9 月 10 日没、従 5 位旭 5 等授賞と記録されていた。 
 



 
疎開地に届いた父親からの手紙 

3 期生 石塚治臣氏の話 

 

右のコピーは平成 6 年 8 月の産経 

新聞の記事である。 集団疎開から 50 

年経った平成 6 年に、シリーズもので 

特集が組まれ評判を呼んだ。 

特集の初回版には、終戦の 3 ヶ月前に、 

疎開地の石塚氏に届いた父君石塚長臣 

氏からの手紙が紹介された。 

先日クラス会があって、同氏からこの 

古い記事を会報で扱うことの了承をもら 

った。 今の世からかけ離れた父親像と 

云われるかもしれないが、記憶に留めて 

おきたい話として、ここでご紹介する事に 

した。手紙はわら半紙のような紙 3 枚に 

毛筆でつづられた長いものである。 

 

石塚氏のはなし 

『当時、父長臣は中国の戦地にいた。兄の正臣も学徒 動員でやはり戦地にいた。家には母と

姉、 男は私一人。母は身を切られる思いで私を集団疎開に送りだしたと思う』 

 

『 昭和 20 年  5 月 20 日 

 

治臣君 

中支戦線にて 父 

・・・・。敵の飛行機がこわいから逃げ出したのではないね。 日本にはそんな弱い 子は一人もい

な い  筈だ 。 子供  たち 全部が疎 開す  る  のは、君たちは今 後数 年の後 の日 本を背負っ て  立つ べ

き大  事な子供であ るからなのだ。 あらゆる困難に耐えうる体の丈夫な、しかも強い心の人間

になって もらわねばならぬのだ。 「お母さんと一緒でないと淋しい な」と思うのを我慢するのも 

強い子供に なる  一つ の訓練なのである。 都会で育っ  た子供は悧巧  ですばしこくて、勉強もで

きるが粘り  がな いということをよく言われる。 粘りと云うのは一つのことに対して頑張りぬいて

やり通すという執念 なのだ。 戦地で兵隊さんをみても田舎で育った者の方が頑張りも効くし体

も丈夫だ。 

また 、田舎に住めば、都会  に住ん  でい  ては、理解のできない自然現象にも  容易に触 れる ことも  

で きる。 戦地に いる お父さんの経 験でも木炭を自分で作ったし、野菜やさつまいも  作った。実

際に 経験していれば何でもない事だ。 

お国の為 に 、お父さんも 兄さんも 戦っ てい る。東京ではお 母さ んと姉さんがおばあ さまを守 って

こ れも頑張っている。 君も頑張れ。 先生やお友達にもよろしく伝えて下さい。 』 

 

（註） 石塚長臣様は戦後無事帰国されたが、兄正臣氏はこの手紙の日付の一ケ月前の４月に
沖 縄で既に戦死されていた。 沖縄にある戦没者の碑には正臣氏の名前も刻まれている。 

 



 
学校初期の頃 後援会・母の会・PTA の活躍 焼

失校舎復興（１） 

 

PTA は戦後の昭和 22 年（1947 年）4 月 29 
日 、 父 母  と 教  師  の  会  （ PTA ）  と し て  発 足  し た  。 
学校創立から 5 年後である。それまでは、
保 護者  の会と して、後援会と母の  会の二つ 
があ った 。 PTA は此 の二  つ の会も 併合 し
た形で スタートした。 

初代 PTA 会長は二代目後援会長であっ

た 筆者の父、土屋忠信が 42 歳で就任  し、 

復興 校 舎（  第二 次  校舎 ）建 設が 一 段落 す る 

まで 会 長を続け、昭和 23 年、2 代目会長井

口三郎氏 に引き継いだ。 

多くの小学校が空襲で焼け、資材が不  足

す る中、校舎 再建の順番は、父兄の熱  意次

第と いうことで、後援会は猛烈に活動した。

父が先 頭 で  頑 張  っ て  い る 姿  を は  っ  き り と 記  

憶  し て  い る。 

校舎の復興が  早かった分、  材料も設計も

劣 悪で、学校創立 10 周年記念の祝典での

来賓 挨拶で「  ボ  ロ校舎を早く  再建を」発言が

出 て物 議 を か も す 場 面 が あ っ た 。 こ の 辺 

の こ と が PTA の十  周年記念誌に 残されて

いる 。 みず か ら  の  校  舎 が な く 、 桃 二  での  寄 

校  、  二  部  授  業  に肩身の狭い思いをしてきた

学校や後援会や 母  の 会  に し て み  る と  、  漸  く 

持  て た  自  分  達 の  校 舎をボロ呼ばわりされた

ことに「ボロ、ボロと云 わないで」と反発したよ

うだ。 

そのボロ校舎も、落成式時（昭和  22 年 7 月） 

には先生方や PTA の役員が晴れやかな顔

で 下の写真に収まっている。 

 

前列左から 4 人目のダークスー 

ツが土屋忠信会 長。その 右側一 

人 置 い て手初元代校に長あのる山資極料武で利は： 

先 生 。 土 屋 忠 信 の 左 が 当 時 の 

二 代 目 校ｋ長 の 宮 下 恒 寿 先 生 

（昭和 21～22 年）。 

文責：土屋  忠信の  息子・土屋忠夫 （三期生） 

 

手元にある資料では 

後援会 （学校創立後すぐ発足） 

初代会長 内海梅次郎。 

二代目会長 土屋忠信。 

（一次校舎消失を経験） 

PTA （終戦後発足） 

初代会長 土屋忠信。 

二代目会長 井口三郎。 

三代目会長 矢代友三郎。 

四代目会長  恩地孝四郎。 

五代目会長 朝永振一郎。 

となっている。 

ここで、特に触れておきたい事は  、この写 

真 には PTA の方だけではなく、地域の方が

入っ て お  ら  れる こ  と  である  。後援会時  代を通 

じて  、 地元の有力者も  、学校復興にに  一方

ならぬ貢 献をして居られたことも記録してお

きたい。 

当時の後援会は男性中心であった。生徒

の 親 の  会  と言  う よ り  も先 ず 、学  校  を 何 と  か し  

よ う とす  る、貧し い時 代の地域 パワー の担い 

手が 後援会や母の会であったのだろう。 

バ ラ ック 校 舎 を建 設す る 際、 予 算  の  都合 

で はずされた玄関（9.5 坪）、中校舎玄関（7 

坪）、 西便所（7 坪）  、応接室兼校長室（  5.5 

坪）、謄 写版室（2．2 坪）が後援会・母の会の

寄付で作 ら れ  て  い た 事  が  、 当  時 の  教  頭  の 川  

野 千  代  松  先生  （最後列右端）の文章に記録

されてい  る。 先生は第５代の校長になられた。 

 



 
学校初期の頃 後援会・ 母の会の活躍 

 
西田小 後援会と母の会の嘆願書（草案） 

（昭和 21 年 7 月 19 日付） 

焼失校舎復興（ ２）  

 

濱 真  喜男 先生  が出 版  さ れた  自 伝  「共に  育つ 」 

の中に  、この嘆願書の草案が記録されていた  。 

これも 西田小の歴史の一ページとして、ここに 

そ  の 一  部 を 転 記  さ  せ て  い た  だ  い た 。 濱  先  生 

は  集  団 疎  開  に 最 初  か  ら 最 後  ま で  付  き  添  わ れ 

た 4 人の先生のお一人で、昭和  23 年まで西田 

小に勤務された。（本誌 4 ページ参照） この嘆

願書は草 案と あるので本当に出 状され たもの

かどうかは判らない。然し、昭和 21 年  7 月には 

未 だ校舎建設が 着手 され て いなかっ た ことだ

けは判る。ところが翌昭和 22 年 7 月に は落

成式を行っている。（本記念誌  6 ページ参 照） 

あの校舎は一年以内で完成したことにな る。 

 

『 東京都教育局長殿 

杉並区長殿 

東京都杉並区立西田小学校 

後援会 

母の会 

 

・・・・初代校長山極武利先生は本年 3 月末日 

まで新進気鋭 の校長としてその蘊蓄を傾け精 

根  を 尽 く して 学 校  経  営 に  当 た ら れ 、  現  杉  七  校 

長  上 飯  坂  好 実  先 生 亦  教 頭  と  し  て 敏  腕  を 奮  は 

れ、 帝都教育 界に 明星の如 き輝き を発して居 

っ た の で  あ り ます 。新  鮮  な  研 究  意  欲  に  燃 え た 

職 員  は  固 く  手 を 握っ  て  堂 々として 教 育  の  道 に 

いそしんで来たのであります。 特に国語教育 

に お  け る  西 田  の 存  在  は  区  内  の み  な ら  ず 全  都 

において指導的立場を取って居りました。 こ 

れ に 対  し  後  援  会 ・  母  の  会 の  私 共  は 全  く 一 体  

と  な っ  て  親 和 と 尊 敬  の  う ち に  力  を 合 わ  せ  て ま

いりました。 

卒業 生の進学状 況は百パーセント  に 近き 好 

成績、更に入学後は優秀な成績を収める者多 

 

く、私共一同喜びと感謝に溢れて居りました。 

時 恰  も 丁 度太 平 洋戦 争熾  烈  とな り  、  学  童疎 

開  の 声  盛  ん に 呼 ば れ  る 頃 と な  り  ま  し た  が  、  

私 共は  何 とかこの校舎に残っ  て 居れ  ぬだ 

ろ うか と願った次第であります。然し戦局は

愈々急を 告 げ 遂  に 信 州  へ 集  団 疎  開  、  或  は  

縁  故 疎  開 と 四方に分かれて行かざるを得

なくなりました。 学童集団疎開はどこの様

子を聞いても初めて のこ  とであり  、問題  が

あり消極的である様であ り ます  が、 西田校

に  於  てはい さ  さかも さよ うな こ と  は  な く 、 終 

始  健  全  な 生 活  教  育  が  続  け ら れ て居ったの

であります。 

この間（19 年 8 月より） 西田本校 校舎は

兵 舎に 転用される  ことに  なり  ました  が、や  が

て空 襲は激化し 20 年 5 月  25・26 日遂に私

共の愛  す  る校舎は焼失  して  しまいま  した。 

祖国と  運 命 を 共 に した と は 言  い なが ら 、私 

共  の家 は殆 ど 無傷  である のに学校ばか り  が

失われたこと を  心  か ら 悲  し み  ま  し  た  。 や  が 

て  、  終 戦  と な  り 桃 井 第  二  の 校  舎  の  一  部 を  使  

用  して  残  留  児  童 の教育が続けられました。 

11 月 10 日、150 名の集団疎開よりの引揚

げ に  前後 して縁故疎開よ りの復帰者  、更に 

市内 よ り 戦  災 の  た め 転 居  し て  来  る 者  、 瞬  く 

間  に 疎 開以前の人数になってしまいました。 

只今は入都制限 があ りますが、万一緩和の 

暁には千 名突 破を予想されます。之に対し現 

在 の （  桃  二  で の  ：  編  集  者 註  ）  使  用  教 室  は ９ 室 

（内職員室１室）１４学級で、5 年生まで二部

教 授  の 余  儀 な き  状  態 で あ り  ま す  。 か  く て  は 

日  本 再  建 の  基 底  た る 教  育 の  確 立  も 単  な る 

掛  け  声 に過ぎなくなってしまいます。 

幸に近き日に於いて建築を見ることが出

来 ます な  ら ば 新  日  本 の 理  想 的 学  園  建  設 に  拍 

車 をかけたい所存であります。 

昭和 21 年 7 月 1 日 
 



 
4 代目 PTA 会長  ・恩地孝四郎氏と 5 代目 PTA 会長 ・朝永振一郎氏 

 
安里文夫先生 

 

浅沼第 4 代校長 

 

恩地孝四郎氏 

 

朝永振一郎氏 

 

こ  の 写  真は 安  里文  夫先 生の ご 遺品  の  中に 

残されていた。同窓会一期生の志甫哲夫氏が 

奥 さ  ま  から  頂い  たも  の で  、 い つか  同窓 会の  会 

報で使わせて頂く予定にしていた。 

PTA 会長が 4 代目から 5 代目に引き継がれ 

た際の記念写真であろう。学校創立 10 周年の 

行事の後であるから昭和 27 年から 28 年頃と 

思われる。 

恩地氏は著名な彫刻家で画家である。勿論、 

朝 永  博  士 は 後  の  ノ ー ベ ル物  理  学 賞 受  賞  者  で 

ある。 

恩 地  氏  は正 四  角形 と正  三角 形 を 組 み合  わ 

せ  た  西 田  小  の 校  章 を デ ザ イ ン され  た 。当 時 、 

男子は校章の付いた学帽で通学していたので、 

懐かしさ  を感じる卒業生も多い筈である。また 

同氏は現  在も歌われている校  歌も  作詞された。 

10 周年記念誌の表紙をデザインされたことは 

前述のとおりである。 

山 極  校  長 先生  と  の  出  会いに つ い て 、  10 周 

年 記  念  誌  に 寄 せ  ら れ た 同 氏  の  文  章  が あ  る の 

で一部をご紹介する。 

『  ・  ・  ・  ・  ・  。私 も 前 か  ら 荻 窪  に 住 ん で お  り  まし 

た  か  ら 、 散 歩  の と き に 、 こ  れ  は  良  い 学 校 が 出 

来たと思いました。丁度、空襲警報下に丘の 

 

横の道に  差しかかった時、防空壕から初代 

校  長山極先生に声を掛けられて、一緒に入

れて いただいたことを明るい風物と共に思い

出しま す。 （10 周年式典で）山極先生にもお

目にか かった。あれから 10 年、西田校に孫

が通学す  るようになって、この頃は屡々校門

をくぐること になっ た。校舎も変った今、やは

りあの当時の 爽やかな健康な空気がはっき

りと感じられる。 ・・・・あの頃の樹はのびてい

る。10 年、また 10 年 、 西 田 は 爽 や か な 緑 を 

茂 ら す で し ょ う 。 こ れ を信じます。』 

この文章から  、恩地氏はお孫さんが西田に

通 学するようになった関係で PTA 会長にな

られ た  珍 しい ケ ー ス で あ  る こ  と も 判 る 。残 念  

な こ と に恩地氏は 10 周年行事の 3 年後に 

64 歳で 亡くなられた。 

濱井  七男氏 （  11 期  生。 同  窓会  世話  人）  から 

恩 地  氏  との  思  い 出 ば  な  し を 投 稿  頂 き  （  次  の  ペ 

ージ）、氏の別な一面が語られたこ  とに  感謝

し たい。 

ま た 朝  永 振  一 郎  氏 に  触 れ  る こ と  と 、 西  田 

町 一丁目の歴史ばなしに懸けて、氏の随筆 

を転 載出来た  ことに  も（その次のペー  ジ）感

謝の気 持ちでいっぱいである。 
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恩地孝四郎氏の思い出 

第 11 期卒業生  

（ 同窓会世話人 

濱井七男 川

崎市在）  

 

私  は 西  田 小  学 校 時  代  、 小 児  喘 息  で 学  校  を 

休みがちな運動よりも読書好きな子供でした。 

四年生の時、同じク ラスの読書好きで大人 し

く 色 白  な  恩  地 君  と云 う  少 年  と親 し  く な り まし  

た 。 初めて恩地君の家に遊びに行った時 、

彼の祖 父 ・  ・  ・  恩地 孝四郎 さん  が出 て  来 られ 、

予  め 恩 地君 が話して いた のでしょう “君は

読書 が好 きなんだって？ど  ん な本を読ん  で

いる の？  ”と 聞か れま した  ので 、私は その頃

読ん  でい  た本 について話をしました 。す ると

恩地孝四郎さん は席 を立ち 、奥の  部屋 から

一冊の本を持っ て 来て ” この本はとてもい

い本だよ。家の子供 たちもとても面白い と云

っているよ “ と云いな がら私の手に差し出し

て下さいました。 そ  れは芥  川龍之助  の “杜

氏 春”  で  し た  。 美  し い絵も沢山ありました。家

に持ち帰り夢中に な って読みました。本当に

面白かったです。読了 後すぐ恩地君の家に

本を返しに行きました。 恩地孝四 郎さんも出

て来られて “この本面白 かっ た？ どん  な

に面白かっ  た  ？”と 聞かれ、 私なりの印象を

話しました。話の終わりに恩地 孝 四  郎  さ  ん は 

私  の  目  線 に  し ゃ が  み こ ん  で “  本 は  良 い も の 

を 選 ん  で  読  む の  で す  よ ”  と  真 剣 に 話して下さ

いました。 

家の  近くでよく 写生  をしている青年がい  て

親 し  く なり ま  した 。あ る時 “僕、 恩地 孝 四郎  

とい う絵描  きさん を知っているよ” と云ったら  、

彼は す ごく  驚 い て “  その 人  は物 凄  く 偉い 絵 

描  き  さ んだよ。私の家に来てごらん” と云っ

て小さな 私を自宅につれて行きました。そし

てある美術  雑誌を取り出して来て恩師孝四

郎の特集の頁 をみせて “こんなに偉い絵描

きさんなんだよ” 

 

恩地孝四郎氏 
 
と説明して下さいました。 

それか  ら暫くし  て、 どういう偶然 か西 田小

学 校での放課後、ある教室に入りました。 

丁度  、  恩地孝四 郎さんが子供 達  、先生そ し  て 

父  兄 の  為  に  作 品 展 を 行  う 準  備 を し  て い る と  

こ ろでした。 

恩  地 孝  四 郎  さ ん が  梱 包 の  中  か  ら  一  枚  の  絵  を 

取り  出し 壁に  か けよ  うと  して  いる時、  私は い  

き なり  “僕その絵を知っているよ  ！！ 雲は

天才 であると云う絵だよ”と云いました。 

私 は  過  日 見 た  美 術  雑  誌 の  頁  が 頭 に  残 っ  て い 

てそれを云っただけでしたが、廻りにいた人達、 

何よりも恩地孝四郎さんが驚き、喜んで下さい 

ま し  た 。 そ し  て 恩  地  孝  四  郎  さ ん  は  そ の 絵  を 手 

に  しながら “これは  石川 啄木の詩から  イ  メー 

ジを得た作品なのです”ととても丁寧に私達に 

説明されました。 

年 が  長  じる に  従 っ  て 、日  本  美  術 界 で の 彼  の 

足跡  を理解出来る  ようになり恩地孝四郎は

偉 大 な 芸 術  家  で  あ る と  思  う よ  う に な り まし た 。

特 に  最近  、幼  い子供 に “良い 本読  むんだ よ”  

と 真 剣 に  語 り  か  け  た ・  ・  ・  そ  ん な こ  と が 出 来 る 

恩 地孝四郎は本当に素晴ら  しい偉大 な芸術

家と 思っております。 

私の西田 小学校の思 い出は文化 芸術 の

馥 郁（ふくいく）たる香りがします。 

 



 
学校初期の頃 地域と学校のかかわり ノーベル賞受賞者 朝永振一郎博士の随筆  

 

だから毎日そこを通って学校に行きかえりす 
 

この随筆は昭和 51 年（1976 年）の「暮しの手帖」10 月号に掲載された。 朝永博士のご長男朝永淳氏は西

田 小の 13 期卒業生である。 同氏と連絡がとれ、本随筆の転載の承諾を戴いた。 同窓会シニアにとっ

ては思 いだすことが多々あると思う。 紙面の都合でごく一部を割愛させていただきました。ご了承ください。 

 

だ  か  ら 毎  日 そ こ  を  通  っ  て 学 校  に 行 

西田町一丁目 

朝永振一郎 

（第 5 代 PTA 会長） 

 

い  ま  居  る 家 に  引 っ  越 して く  る 

ま  で  、  われわれ  の家は西田  町一  丁目  とい  う  と 

こ  ろ に あ  っ  た  。し  か  し 何  年か 前  に  、 いく つ  か  の 

町を 合併 した り、 その境界を 変え  たりして新し 

い  町の  名に  すること  が流行し、西田町一丁目 

という名の町は、そ のとき限り なく なってしまっ 

た。 

この西田町は、町  と言 っても本当はむしろ村 

であ  った  。何しろ、町の  半分  は田  ん  ぼであり 、 

あ  と  半  分  は  、そ れ  を とり まく 台 地  で あ る が 、 そ 

の  上 も 大  か た は  畑 地  で  あ  っ た  。  そ こ  に  は  、 麦 

畑や野菜畑が広がるなかに、こんもりとした屋 

敷 林に かこ ま  れて 、藁ぶ  き屋 根の 農家  が  とこ 

ろど ころに  あ  った 。また、 畑の  間に は、畑地の 

一部 をさいて  建て ら  れた住 宅がぼつ ぼつと あ 

り 、後から  移っ て き  た  ホワ  イト  カ  ラーの連中 が 

そこに住んでいた。 

町  の 一  丁  目  は  、台 地  の  上  に  あ  っ た 。 そ の  ま 

ん 中 のあ た  りに  は 小  学校が あ っ て 、西 田  とい 

う 町 の名は 、  西田小 学校  とい う  その 校名の な 

か  に  残 っ て  い  る 。 そ し  て  こ の  学 校  を  と り まく 一 

区画には移住民た ちの住宅が小  さな集りを作 

っ て い て、 われ われ の 居た見す  ぼら  しい  古屋 

もそのなかの一つであった。 

家の前の  小みちは小学校の門に通じ  ている。 

き  帰  り す  る 子  ど  も  た ち の  姿  が  見  ら 

れ  た  。  こ の  道  は 巾  が せ  ま く て 車  が 

ほとんど通らないので、子供たちに 

と  っ て そ こ は た だ  の 路  で  はな  く 、安 

心  して  遊 べ  る 道 草  天 国 な の で あ っ 

た  。 ま た  こ の  路  は  、  う っ  そ う と  繁  っ た  屋  敷  林  と 

竹 や  ぶ  の 間 を 通 っ  て い て 、 そ  こ を ぬ け て  学 校 

の門  近くまでくると、天気のよ  い日に  はいつ

も 富士山が見えた 。だから 大人たちに とって

も 、 そこはとてもよい散歩みちであった。 

し  か  し  、  それ は天  気の よい と  き の話  であ る 。 

冬 、霜  ばし らが立 っ た  り  雪  が  ふっ  た り した あ  と、 

あ  る い  は 入  梅  で雨  つ  づき  の こ  ろ  な ど  に  はこ の 

路がいつもどろどろのぬかるみになり、通る人 

はなんじゅうしたものである。 

そ  ういう  とき、  人は路の横の  野菜畑  をつっき  

り た  く  な る 。 だ か ら 、 地  主 の  お  じ さ  ん が 、 畑 

の  ま わりに有刺鉄線をはりめぐらしたのは尤

もなこ とだ。 

け  れ どこ  の防  御策 も  あ  まり  効 きめ  が  なく て 、 

畑の  中は  、おのず  から道  を  なす有  様であっ  た  。 

そ  こで 業をに  やし  た お  じ  さん  は、  ある  日、  鉄条 

網全体に  なまなましい下肥をぶっかけておくと 

い  う 手 に  出 た 。  奇  想天 外 なこ の 手 は  みご と  功 

を  奏  し 、畑  に  入 る  人 は  な  く な  っ  た が 、 お そ ろ し 

い臭害が、畑のまん前に住ん  でいるわれわれ 

一  家 を 襲 っ た  。 だ が こ  の 悪  臭 も 、下  肥 が  雨  に 

洗 わ  れ  風 に ふ か  れ  る う ちに だ ん だ ん と薄 れ  、 

た  だ鉄 線の  とげ に引っ  かか  った  落 し紙の  なご 
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りがい  つ  までも  残っ  ていて、この辺の人は、

そ れ  を 見  る た  び に 、こ の お か し な  事 件  を  思 

い 出 すのであった。 

こ  の ぬ  か  る  み は  、  学  校  に  通  う 児 童  を 持 つ 母 

親  た  ち に と  っ て  頭 痛 の  た ね で あ っ  た 。路  が 

ぬ かるむたびに、子どもたちは着物のあちこ

ちに 泥を 跳ね、なに  しろ戦後間もない  ころで、

石 鹸 もじゅうぶん  手に入らず、洗濯 は容易な

こ とで は ない 。そ こ  で  母親 た ち は署 名  を集 め 

て役  所 に 陳 情  し  、 路に  砂 利を 入れ て もら うこ 

とに  な っ た  。  け れ  ど  も そ  れ  を  路  に  ひ ろ げ 平 に 

な ら す  作 業 は 自  分 た ち で  や  ら  ね  ば な  ら な  い  。  

そ  こ  で 御 婦 人  たち はモ ンペ 姿か  いが い し  く 勤 

労奉 仕を した。 

小学校は、  校舎  再建が一  大課題であった。 

そ  のと  きＰ  ＴＡ  会長を  お  お  せ つ  けら  れ、学校  

の 先生がたや父兄たちとつれ立って有力者

の家 を陳情にまわった。そんなことをして、や

っと新 し  い 校舎 が  で  きた と  きに は、学  校を 色 

とりどり のモールや造花でかざり、国旗と校

旗をたて、 子どもたちといっしょに校歌を歌っ

て祝った。 

学 校  の設 備は  まず  し  い もの で あ  っ たが 、

環 境は  この上なく  好適であ  った。春、畑では

ヒバ  リが鳴き、夏は屋敷林のあたりでセミ取 

りがで き た 。秋 は秋 で 、あ  た  り  に  は ド  ン  グ リ  

が い  っ ぱ い  落ち  ていた  し 、冬  、雪の ときに は、

台地から 下 に お り る 坂 み  ち で  雪  す  べ  り  が  で  

き  た 。 田  ん ぼ の と  こ  ろ に は  川 が  一  本  う ね  う ね 

と流 れ  て  い て 、そ の堤 や あ  ぜみ  ち  は 四季 お 

り  おり に野 の 花 で 色 ど ら れ  、  田  の  中  に  は  エ  ビ 

ガ ニ  や  タ ニ シ がたくさんにいた。また台地の

東がわには、急 な 崖 が  下  の 平 地  に  落ち  こん 

で  い  る とこ ろ  が あ って、崖の上から は田んぼ

と、そこを流れる川  が見おろされ、満月のと

きには 、稲田の向こう から  盆の  ようにま ん丸 

い  月の 上が る のが 見ら れた。 

 

台  地 か  ら  は  、  雑 木  の 中  を 行  く 窪 み ち を 通 っ 

て崖の  下におりることができる  。そうすると、

崖 の下には暗く  しげった杉の林があり、子ど 

もた ちはそ  こを雨宮の森 とよんでい  た。雑木

林もこ の  森 も 彼  ら の 恰  好  な 遊 び  場  所 で あ っ 

て  、そ  こ にはカブト虫やいろん  な虫が住ん  で

い た。そ し て 夏 の朝 、  暗い う ち起 き出て  そ こ  

へ行  く と、  樹 液にむらがる獲物を捕えること

ができた 。その とき踏みしめる 草の朝つ ゆ は

さわや  かに足を 冷やしてくれた  ものだ。雨宮

の森という何か 由 あ  り  げ な  名 の  起  こ  り  を 知り 

た  く  思  っ  た  が 、  子ど もたちは、ただ口から口

へとその名を伝えてい たのであった。 

そ  のこ  ろわれわれ の家のあ たり  では  、吸  い 

込み  という  原始  的な  方法で下  水の処理をし

て い  た。しかし風呂水の処  分はこの方式の

能力 を 越 え  てい た  の で 、どの家  で も  入 浴に

は  台地 をお りて銭湯に出か け て行っ た。そう  

ゆうわ  け で  、  近 所  の 子  ど も  と 遊 ん で い る 息 子  

に む  か  っ て 、お  い 風 呂  に  行 こ う 、と  呼 び  か け  

る と  、 そ  の 子ども たちも、ぼくらも行くよおじさ

ん 、と言い  、 みんな家に手拭や洗面器をとり

に行き、そ  うし てぞろぞろと小父さんについ

てくる。彼らにとっ て  銭  湯  は  、  今  の  子  ど も た  ち  

の  プ  ー ル  と  同  様  、 楽しい遊び場の一つなの

であった。だから、洗 え洗え、とうるさく言わ な

い小父  さんは、おそら く理想的な引率者だっ

たのだろう。 

田んぼを流れる  川が雨宮の森近く  に来る  

あ た  り で 、 川  向  う の  台 地  が 東 か ら な  だ ら  か  に 

延 び てい  る 。  そして そ こに は小  さ  な神 社  があ

り  、 九月 に はお祭り  があ る。雨宮 の森を ぬけ

て土 橋を  渡り  、細みちを行くと、境内には何

軒か露 店が出ている。神楽の奉納などもあ

って、にこ に こ  し た エ  ビ  ス 様  の 面  を  つ け た  老  

人  が  、 ひ な び  た舞を見せ、参拝の 大人や子

どもたちがそ れを見物している。露店では、

安物の玩具や、お  でん、鉄板やき  、など  の食

べも  のが売ら れている。 



 

う ちの子どもたちも  、母親にせび  って、食べものはい

けま せん  よ、とい う条件で金をもら  って、くだらない玩

具を買 っ て く る 。  大  人に な っ て から 息  子  は  、  あ  の  と  き 

お  で ん  を 買っ  て  た  べたよ 、とてもう まか っ た  よ 、と感

慨無 量の様 子で白状した。 

小 学  校  の 門 の  とこ ろ か ら 西に  向 か  っ て だ ら だ ら と  

畑 み ち を下っ て 行く と  、  バス通  りにぶ つか る 。そ こ に 

はい ろいろな店がならんでいて、一すじの商店街を作

ってい る 。九 月に  は この 街  で  も祭礼  が  ある 。 そ の日  は  

通り  の あちこちに天幕が張られ、そ  のそれ  ぞれから

太鼓の音 が競 い合う ようにひびく。そして、たくさんの

露店が出て 賑やかである 。ぶらぶらと見学に  行くと、

少しきこ しめし た  紳士が、ＰＴＡの会長さん一ぱいい 

かが  、と  言っ  て茶 わん 酒を  馳走  してく  れた 。もち ろん、

よ  ろこん  でち  ょ  うだ いした。 

 

地域の歴史シリーズ 「 西田町一丁目  」 

西  田 町  は  こ  ん  な 田 舎  で あ っ た の に 、 

二十  数年  たっ  たい  ま、名前だ  けでなく、 

町の様子もまる  で変わり  、すっかり市

街 地になってしまった。 

先日、古い記憶をたよりにそのあた

り へ出 かけ  、雨宮の 森があっ  た と思わ 

れ る とこ ろ に  行 っ て み た 。見  る と  、雨 

宮  の 森の  後 ろ  に  あ  った崖も  、台地を 

下り  てく る 窪 み  ち  も  、  地 形  だ  け  は  昔  の  

ま  ま に  残 っていた。だが路に梢の影を

落としてい た雑木  林や崖下をしっ  とり

と 覆っ ていた 杉 の  叢達 （  む ら だ  ち  ）  は

今あ とか たも な く 、あ  た  り  はた  だ 、  家々  

にか こ ま  れた 平 凡な町並になっていた。

昔のような西田 町は、やっぱり  、そ  こ

に 住んでい た人間 の心の中にしか、も

う存在しないのだ。 

 

朝永振一 郎博士の随 筆「西田町一丁目」を載せ  るに際し、何人かの方とお話しをす  る機会があ  った。  西田

町 （にしたまち）の地名に付いて “田んぼの西側にあったから” と考えておられる方が何人か居られたの

で、こ の機会にこの町の名前のいきさつについて考えることにした。 結論は田んぼの西だからではない

のである。 先ず第一の資料、下の昭和 16 年の杉並区の地図を見ていただこう。赤印左の西田町一丁目

の東の成宗一 丁目の更に東に東田町（赤印右）があったことを先ず確認して欲しい。 

 

青梅街道 

 

昭和  17 年に  

西  田  小  が  建 

っ た所 
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第 2 の資料は明治 13 年（1880 年）測量の古い地図から下荻窪村、田端村、成宗村の部分を

取り 出したものである。 （中央線と荻窪駅を判り易 くす  るた めに加えてあるが勿論この当時に

は存在 しない） 
 
明治  13 年測量地図を基に作図 田端村 

 

62 年後に西田小が建つ 

前頁の昭和 16 年の地図と似通っているのに気付く筈である。左の赤印が田端村、右の赤印が

田 端村飛び地である。下荻窪村、田端村、成宗村は非常に古く、江戸時代初期からこの状態で

続い てきた。 田端村の飛び地は江 戸時代のある 時期に 田畑開墾奨励策か  ら、村を離れた 地

域であ っても、開墾した村の所属地として認めたことによるとされる。色々な地名変更を経て、明

治 22 年 頃の田端村は東京府東多摩郡田端村となっていた。 

明治  29 年、東多摩郡と南豊島郡が合併し、豊多摩郡ができ田端村は東京府豊多摩郡田端村

に。 大正 13 年には田端村は東京府豊多摩郡杉並町に吸収され、同様下荻窪村は豊多摩郡井

荻町 に吸収された。 杉並地域は杉並町、井荻町、和田掘町、高井戸町の 4 つの町に集約され

た。 昭和 7 年、東京市杉並区が誕生。 田端地区は東京市杉並区西田町となった。この時、東

の飛び 地の田端村は東田町となり、東と西の関係が曖昧となったのである。 

田んぼの東とか西とかとは関係ない話である事がお判り頂けたであろうか。 

荻窪一丁目となるともっとややこしい。荻窪と云う地名が江戸時代からあり、今や西田町や東荻

町 の広範なエリアに更に広大な旧荻窪町を加えて、1 丁目から 5 丁目に再分割し、町の境界線

まで い じくってしまったので  、新旧をフォローする のは不可 能とも  云える。  地名をいじ くるのはま 

さに考 えものだ。昭和 18 年になって東京都が出来、昭和 39 年の住居表示制度実施があり、西

田町一丁  目はようやく東京都杉並区荻窪となったが、荻窪１～４丁目に細分化されてしまった。 
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卒業式の記録 

 

今年も同窓会を代表して招待を受け、母校の卒業式に参加した。第 69 期、122 名の卒業生が巣立っ

て いった。今回で、創立以来の卒業生は 11,008 名と記録されている。延々と繋がっていく西田小学

校の歴 史を感じる一瞬である。 学校初期の頃の卒業式の記念写真を拾ってみた。 
延々と  

 

長い西田小の歴史の中で、母校で卒業式を挙げられなかったのは３期生だけであった。 

 

左  の  写  真  は  ３  期 生  女  子  組  の  卒  業 

記  念  写  真  で あ る 。 場 所  は  桃  井  第 

二  の  ジ  ャ ン グ ル  ジ  ム 。 多 く が 集 

団 疎  開  帰  り で あ  っ  た 。 西  田  小  の 

校舎 が前年５月に全焼して、 桃二 

の校舎を借りていた。 

中 段 左  に 担 任 の  河  野先 生が  写  っ 

て居られる。先生は 5 代目の校

長 になられた。 

 

4 期生は、未だ建設中の復興校舎を後ろにして、西田小の校庭で記念写真を撮った。 

 

西田 小の歴史の一こまを残 す貴 重な 写真で ある 。 この年 の７月、 この校舎の落成 式 

が行 われた。 写真の中には戦闘帽をかぶっている男子が多く写っている。 こんな時代 

であった。 後列に岡田忠七、濱真喜男両先生が写っておられる。 
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名物先生 岸上修先生 7 期、10 期、12 期、16 期、18 期 を担任 平成 16 年 9 月 28 日 ご自宅で  

 

師父の如く、慈父の如く 

河西宏  和  （第 10 期卒業生） 

 

昭和 25 年 4 月、疎開先の山梨から東京

杉 並 区の 西田  小学 校に転 校した 私は  高等 

師範 を卒業して間もない色浅黒いスポーツ

マンタイ プの青年教師に迎えられた。4 年生

から 6 年 生 迄 の  三  年間 を 連 続  して担  任  を し  

て 下 さ  っ  た 岸上先生との出会いであった。 

疎開 先から  戻っ て  来た大勢の生  徒を 収容

し 切れ  なかった校  舎は、 校庭の 一角に繁 っ

てい た青桐の木々の下に 、木製の大テーブ

ルと長 椅 子  を 何 列  か  備  え 付 け  た 仮 設 の  野  外  

教 室 を 設 置  し、 そ こ  で 生 徒  た  ち は交  代  で 授 

業  を 受 け た。音楽と家庭科以外の全教科を

岸上先生が 一  人 で  受  け 持  た れ た  か ら 四  六 

時  中  一  緒  に  居 て下さった様なものである。わ

れわれはこれを 青 桐教 室 と呼ん  だ 。昼には

給  食の コッ ペ パン を共に齧り、脱脂ミルクを

啜って下さった。 圧 巻  は放 課後  の スポ ー  ツ  

で  あ  っ  た  。  毎日 の 様  に  男  子  は サ  ッ  カ ー 、女 子  

は  ド ッ  チ  ボ ー  ル か キ  ッ  クボ  ー  ル  を日 没近く  迄

一  緒に泥 まみれ に なっ て教えて下さった。将

に 我々と先生とのス キンシップの塊がそこに

あった。 

サッカー全盛の世相の今日、半世紀以上前

に 都内  でもプレー  をす  る小学校はほ とんど 

見当 たらない時  代にいち 早く これを教えて下

さっ  た 岸上先生の先見性を振り返る度に偉

大さを増 す。 

今日  、頻発する  家庭  内暴  力、校内  暴力  の

責 任の所在  を巡り小中学校の教育の在り方

がし ば  し  ば  世  論  を 賑  わ し て  い る  。  私  は  こ の 悲 

し  む べき 現象は決定的 に生徒と 教諭 のスキ

ン  シッ プ  の欠  如がも  た  らす  疎外感に起因  す

る  ものと 思う。 

定められたカリキュラムから一歩でも進んで

児 童 を指導  し  、 又放課  後ま  で一緒 に  飛ん だ

り跳 ねたりして一体となった児童教育に情熱 

 

を燃やす 教諭が稀 有と 

なった。 

保 護 者 も 得 て し  て 何 か 

子 供 に  問 題 が 生 ず れ 

ば、自分の子供への躾 

や指導の 不徹 底さを棚 

に上げて 

学校の教 育の欠陥としてこれ を転嫁 する風

潮 すらある。情けない限りである。 

最  近 の  こ の よ う な  社  会 現 象  へ  の  警  鐘  を  聞 く 

に  つ け 、我  々 と  毎 日  日  の  暮 れ  る ま で サ ッ カ 

ー ボ ー ル  を  蹴 り  、 一  体 と な  っ て  少  年  時  代  の  ば  

ら 色の日々を築いて下さったあ  の若き日の

岸  上 先生のお姿を漫（そぞ）ろ思い出すので

ある。 多  感  な 少  年 時  代  に あ る  時  は 大 山 が  目  

前  に 

 

高くそびえ立つ様に毅  然とした、そして威厳

に 満 ち た 態 度  で 人 の  道  理 を 授 け て 下 さ り 、 

又  あ る 時 は 慈 愛  に 満 ち  た 父 の  ご  と き ス  キ  ン 

シ  ッ プ で我 々 を  導いて 下  さっ た 岸 上先生は、

将に私 にとって永遠の偉大なる師である。 

 



 
岸上先生のアルバム  

 

これらの写真は坂本正夫氏（18 期卒業生）から 

提供された。岸上先生のクラスは卒業期を通し

て 全校同窓会に協力をして頂いている。 

 
第 7 期生（昭和 25 年 3 月卒業） 

岸上先生の最初の卒業生である。 まだ、

裕福さが感じられない時代である。 児

童の足元にそれが表れている。 

第 12 期生（昭和 30 年 3 月卒業） 

先生は 10 期も担任された。 

12 期ともなると裕福さが感じら れ

る ようになる。 

 

第 16 期（ 昭和 34 年 3 月卒業）  

 

16 期 

昭 和 ３  ５  年 夏 休  み 成 田  地 区  少  年 野 球

大会で優勝。 

「  優  勝 旗  を 先  頭 に  荻  窪 団  地  か  ら 学 校 

ま  で 行  進  。 祝  勝 会  は 学  校 の 教 室  で カ 

ツ ど ん を食 べ  た  。 ユ  ニフ  ォー ム はグ レ 

ー の縦  縞  。  あ  る  野球  部  員の 父  親が 寄 

付してく  れた  。」との説明書きがつ  い

て いた。 

 

第 18 期（ 昭和 36 年 3 月卒業）  

 

西田小学校に 10 年以上勤務された先生はそう多くない。 

特 に  、  創 立  時  には 変  化が多 か  っ た  こ とが  、背 景の 校舎  の 

変化、児童の裕福さの変化などに表れている。 



 
世話人と理事・監事の懇親会 2011 年 10 月 22 日開催 

 

2011 年の世話人会を 2011 年 7 月 24 日に西田小学校内の西田ゆうゆうハウスで行った。 

今年は新世話人の参加もあって、活発な討議が行われた。 席上皆さんの賛同を得て、議論

の 

続きを兼ねた懇親会をやることになり、10 月 22 日に実現した。 

皆さんのご 希望で、会費制で、今や荻窪 名物となった「西郊 」  （昔の西郊 ロッ  ジング）での会とな  

っ た。殆どの参加者が西郊の外観は知ってい ても 、中は初めてということで、  当主の平間さん

（2011 年よ  り当同窓会の理  事に 就任）の気配りも頂いて、食も  話も進  んだ 。 下の写真  は当日

の参加者 

である。 なお西澤さん（18 期）は記念写真撮影前に所用で帰られた。 

 
前列左から 

田村（理事：2 期）、大石（23 期）、土屋（会長：3 期）、河西（10 期）、和田（2 期）、島田（18 期） 
５ 

中段左から 

中田（理事：13 期）、宇田川（7 期）、中村（副会長：  7 期）、坂本（監事：18 期）、渋谷（副会長 8 期）、田辺（  理事：17 期）、小島（17 期） 

後列左から 

吉田（12 期）、安藤（19 期）、、宇田川（  理事：19 期）、）、濱井（11 期）、柏木（理事：9 期）、萩原（20 期）、北岡（3 期）、 藤田（11 期） 

の皆さん。 （敬称略。卒業期のみ記載の方は世話人） 

 

ｋ  

 

当 日  の  話 題 は  、 次  の 

時代 の同窓会の骨組 

み作  りに 集まり、前向 

き の  ご  意  見  も 多  く 

出  て、更にこの話を

続け て行く事になっ

た。 

 

会長挨拶：  経過報告、 今後の提案など  

 

西郊オーナー平間理事のもてなしによ る当日の風景 

 



 

編集後記 

 
今回の編集は母校創立 70 周年記念号と云うことで、思い切って “開校時の昔に時間軸を戻して” みま 

 

した。 偶然に も、今年は、あ の荻窪団地の 建物  が耐 用年 月を終えて完全撤去され、一旦 は広 大な水田 跡 

 

に戻された後、新しいスタイルに変えられようとしている年でもあります。 

 

左  に  見  え  る 白  い 建  物  は 

旧団地西側半分に新装 

なった新団地です。 土  

の  部 分  は  こ れ  か  ら  工 事  

が  始 ま  る 東  側  半 分  の 用 

地 で す 。  昔  の  西  田 た ん 

ぼ は  現  在 の 土  の 部 分 

の ２ 倍  の  広  さが  あ っ た  こ 

とになります。 

中  央  右  の  遠  方 に 見  え  る 

の が荻 窪駅  近く のオ フ ィ 

スビルです。 

 

2011 年 7 月 11 日撮影 

 

この 70 年で、学校も、学校をとりまく社会の様子も大きく変わりました。 

 

同窓会も創立 20 周年、ここを一区切りにして、母校の応援団として、児童たちが強い日本人に育ってゆくの 

 

を見守って行けたらと願っております。 

 

本年末までに 、同窓会の今後の運営につ いてご相談すべく 、アンケー ト用紙ををお 送りす る予定にしてお 

 

ります。 まだ少し先のことではありますが、皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

 

土屋忠夫（会長） 

 

メール・アドレス ： tadao-t@taupe.plala.or.jp 
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